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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

告

示

〇
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結�

（
行
政
経
営
推
進
課
）　
　

一

〇
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
修
学
資
金
に
係
る
償
還
金
等
、
宮
城
県
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン

タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
並
び
に
県
営
住
宅
等
の
退
去
者
に
係
る
滞
納
家
賃
等
の

収
納
事
務
の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
県
税
等
の
収
納
事
務
の
委
託�

（
税　

務　

課
）　
　

二

〇
第
二
種
特
定
鳥
獣
に
係
る
狩
猟
期
間
の
延
長�

（
自
然
保
護
課
）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
豚
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（
畜　

産　

課
）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
豚
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�
（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の
委

託�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
牛
等
相
対
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
成
牛
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の

委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
成
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
の

委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肉
用
子
牛
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肉
用
子
牛
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
同
意
の
届
出
の
審
査
結
果
（
特
定
第
二
号
漁
業
者
）�

（
水
産
林
政
総
務
課
）　
　

四

〇
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
に
係
る
協
議
の
成
立�

（
道　

路　

課
）　
　

四

労
働
委
員
会

〇
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

五

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
二
四
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中�

五

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

　
　

令
和
四
年
四
月
八
日

二　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

　
　

基
本
費
用
の
額
並
び
に
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
の
合
算

三　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

福
士　

直
和

　
　

東
京
都
世
田
谷
区
瀬
田
五
丁
目
三
十
番
二
十
三
号

四　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

　
　

概
算
払

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
母
子
及
び
父
子

並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
基
づ
く
福
祉
資
金
貸
付
金
に
係
る
元
利
償
還
金
、
高

等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
に
基
づ

く
修
学
資
金
に
係
る
償
還
金
、
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
条
例
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
号
）
に
基
づ

く
奨
学
資
金
に
係
る
償
還
金
及
び
こ
れ
ら
の
償
還
に
係
る
遅
延
損
害
金
の
収
納
事
務
、
社
会
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
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改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
四
号
）
施
行
前
の
社
会
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城

県
条
例
第
二
十
七
号
）
に
基
づ
く
宮
城
県
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
収
納
事
務
、
県
営
住
宅

条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
二
号
）
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
七

号
）
に
基
づ
く
県
営
住
宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
及
び
こ
れ
ら
に
付
帯
す
る
駐
車
場
（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。）

の
使
用
に
係
る
使
用
料
（
以
下
「
家
賃
等
」
と
い
う
。）
で
、
県
営
住
宅
等
の
退
去
者
に
係
る
滞
納
家
賃
等
の
収
納
事

務
を
令
和
四
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方　

　
　

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
十
六
番
二
十
号

　
　

ニ
ッ
テ
レ
債
権
回
収
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
税
等
の

収
納
事
務
を
令
和
四
年
三
月
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
し
た
税
目

　

１　

納
税
通
知
書
、
納
付
書
、
督
促
状
、
催
告
書
及
び
減
額
通
知
書
に
よ
り
徴
収
す
る
次
の
税
目

　
　
　

個
人
の
事
業
税

　
　
　

不
動
産
取
得
税

　
　
　

自
動
車
税
種
別
割
（
令
和
元
年
度
以
前
に
課
し
た
又
は
課
す
べ
き
自
動
車
税
を
含
む
。）

　
　
　

鉱
区
税

　

２�　

納
付
額
又
は
納
入
額
が
確
定
し
た
徴
収
金
に
つ
い
て
、
納
付
書
、
督
促
状
及
び
催
告
書
に
よ
り
徴
収
す
る
次
の

税
目

　
　
　

法
人
の
県
民
税

　
　
　

県
民
税
の
利
子
割
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割

　
　

�　

法
人
の
事
業
税
（
特
別
法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
四

号
）
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
法
人

の
事
業
税
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
特
別
法
人
事
業
税
及
び
地
方
法
人
特
別
税
を
含
む
。）

　
　
　

県
た
ば
こ
税

　
　
　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

　
　
　

自
動
車
取
得
税

　
　
　

軽
油
引
取
税

　
　
　

自
動
車
税
環
境
性
能
割

　
　
　

産
業
廃
棄
物
税

二　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
一
番
一
号　

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　
　

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
五
号　

株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行

　
　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
十
番
十
号　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

三　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

　

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
限
定
さ
れ
た
狩
猟
期
間
を
延
長
す
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

狩
猟
期
間
を
延
長
す
る
鳥
獣

　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ
シ

二　

狩
猟
期
間
を
延
長
す
る
区
域

　

１　

ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
　
　

石
巻
市
（
金
華
山
を
除
く
）、
気
仙
沼
市
、
登
米
市
、
栗
原
市
、
大
崎
市
、
女
川
町
及
び
南
三
陸
町

　

２　

イ
ノ
シ
シ

　
　

�　

仙
台
市
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、
白
石
市
、
名
取
市
、
角
田
市
、
岩
沼
市
、
登
米
市
、
栗
原
市
、
大
崎
市
、
富

谷
市
、
蔵
王
町
、
七
ヶ
宿
町
、
大
河
原
町
、
村
田
町
、
柴
田
町
、
川
崎
町
、
丸
森
町
、
亘
理
町
、
山
元
町
、
松
島

町
、
利
府
町
、
大
和
町
、
大
郷
町
、
大
衡
村
、
色
麻
町
、
加
美
町
及
び
南
三
陸
町

三　

延
長
す
る
狩
猟
期
間

　
　

毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

延
長
す
る
狩
猟
期
間
を
適
用
す
る
期
間

　
　

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号
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地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
豚
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
四
年
三
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し

た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－
二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
豚
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
四
年
三
月
七
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四－

一

　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号

　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
牛
等
相
対
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し

た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号

　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
四
年
三
月
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

栗
原
市
築
館
字
照
越
大
ケ
原
四
十
三
番
地
一

　
　

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
成
牛
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
四
年
三
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－

二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
号
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地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
成
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
四
年
三
月
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四－

一

　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肉
用
子
牛
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し

た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－

二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肉
用
子
牛
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
四
年
三
月
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

　
　

公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適

合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区　

域

区　
　

分

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

漁
業
の
種
類

特
定
第
二
号

漁
業
者
数

石
巻
市
、

女
川
町
、

塩
釜
市
及

び
名
取
市

区
域
（
宮

城
県
近
海

底
曵
網
漁

業
協
同
組

合
の
地
区
）

総
ト
ン
数
十
ト

ン
未
満
の
漁
船

に
よ
り
主
と
し

て
底
び
き
網
を

使
用
し
て
行
う

漁
業

令
和
四
年
四
月

二
十
六
日

石
巻
市
さ
く
ら
町
五
丁
目

十－

二

安
海　

政
博

石
巻
市
緑
町
二
丁
目
五－

二
十
阿
部　

泰
宜

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業

二
人

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

　

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
道

路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
に
係
る
協
議
が
次
の
と
お
り
成
立
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
路
線
名
、
区
間
及
び
道
路
管
理
者

　

⑴　

路
線
名　

角
田
市
道
東
町
寄
井
線

　

⑵　

区
間　

角
田
市
角
田
字
大
島
南
四
〇
四
番
地
先
か
ら
同
市
枝
野
字
柳
原
四
一
番
地
先
ま
で

　

⑶　

道
路
管
理
者　

角
田
市
長　

黑
須　

貫

二�　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
宮

城
県
が
代
行
す
る
権
限

　

⑴　

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
。

　

⑵　

法
第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
。

　

⑶�　

法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ

と
。

　

⑷�　

法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
り
、
若
し
く
は
特
別
の
用
途
の
な
い
他
人
の
土
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地
を
材
料
置
場
若
し
く
は
作
業
場
と
し
て
一
時
使
用
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

　

⑸�　

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現
場
に
お
い
て
、
必
要
な
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
土
石
、

竹
木
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
し
、
収
用
し
、
若
し
く
は
処
分
し
、
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
の
現
場

に
在
る
者
又
は
そ
の
付
近
に
居
住
す
る
者
を
防
御
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
。

　

⑹�　

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、
及
び
損
失
を
補
償
す
る

こ
と
。

　

⑺�　

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し

よ
う
と
す
る
と
き
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
指
定

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
並
び
に
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近

の
道
路
の
部
分
の
改
築
又
は
歩
行
安
全
改
築
を
行
お
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
の
規
定
に
よ
り
意

見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
同
条
第
二
項
（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
動

車
専
用
道
路
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
の
通

行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。）
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
又
は
通
知
す

る
こ
と
。　

労
働
委
員
会

〇
宮
城
県
労
働
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

　

宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
七
日

�

宮
城
県
労
働
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

水　
　

野　
　

紀　
　

子　
　
　

　
　
　
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
労
働
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
条
第
五
号
中
「
の
印
を
押
し
て
」
を
「
が
押
印
又
は
署
名
し
て
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
県
の
機
関
以
外
」
を
「
国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
」
に
、「
の
う
ち
」

を
「（
」
に
改
め
、「
あ
る
も
の
」
の
下
に
「
、
特
に
公
印
を
押
す
べ
き
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
そ
の
他
特
に

重
要
な
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
県
の
機
関
以
外
」
を
「
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
以
外
の
者
宛
て
」
に

改
め
、「
の
う
ち
」
の
下
に
「
法
令
等
で
定
め
が
あ
る
も
の
又
は
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
五
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
二
四
号
（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

二三三三

段下上上上

行
後
ろ
か

ら
一
二

一
一

一
三

一
五

正

　

附
則
第
四
項
中
「
課
長
補
佐
（
総
括

担
当
）」
を
「
総
括
課
長
補
佐
」
に
改

め
る
。

　

附
則
第
八
項
中
「
各
次
長
」
を
「
各

副
部
長
」
に
改
め
、「
各
課
長
補
佐
（
総

括
担
当
）」
を
「
各
総
括
課
長
補
佐
」

に
改
め
る
。

同
号
へ
中
「
次
長
」
を
「
副
部
長
」
に

改
め

に
、「
技
術
補
佐
（
総
括
担
当
）」
を
「
総

括
技
術
補
佐
」
に
改
め

に
、「
技
術
補
佐
（
総
括
担
当
）」
を
「
総

括
技
術
補
佐
」
に
改
め

　
　
　
　
　
　
　

誤

　

附
則
第
八
項
中
「
各
次
長
」
を
「
各

副
部
長
」
に
改
め
、「
各
課
長
補
佐
（
総

括
担
当
）」
を
「
各
総
括
課
長
補
佐
」

に
改
め
る
。

同
号
ヘ
を
削
り
、
同
号
ト
を
同
号
ヘ
と

しに
改
め

に
改
め


